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岩 石 発 破 の 研 究

(昭 和 31年 E2J722E]空 理)

大 川 献 三

旭化成エR く操)娃田工租

第 4報 小型7-E)ックの蜂砿II(破壊の高速度頒影 ･

亀裂進行速度 ･自由面の移動速度)

1# 7

君矧上部1利1)lこおいて小型 く3dx30×30cm)のセ

ルタJL･7'qック及び抗火石の爆破のせ和を在抄 4,0cc

飴税政のJt,適度姐形をした鉄条を職者したが.本鞄で･

ほFに血力体.円弧 小槻 供封 鰍 こ耽て (1)故地

の様相及びその故ill脚 の考摂 く2)漏;監毘魚影のブ

イ ,̂J･上に写った腿 の落行速見 (3)(櫛 件の薮面

に貼 l)つけた鶴箔の蜘 Elの孤与昏持男ミ(4)昏臥 こ

上る自由面の紗放送皮革に放て稚6-する｡

2高速廃紙形

2･L 仰 結 くEg)L)

(I) たし成 tメ y ト 玩砂 (1 2)

(2) 形状 ･寸法 .丑お体 (30x30〉く30cm).円tE

(309X30cm).小椎 (ZSさ7O,巾80.長さ lOOcn.

ミリセブンri5F即 】)そrL.それ2偶

(3) 偵発の化tEt,立方体,円触L小心,小判塾目

顔さiOcm

(･l) 伊沢件には持し溢蒋 (匹7̂0.∝串mm,巾 EO

mm松雄)を粘 り付け.その斬新時mなれ推 した｡(ERl

I.写ポ 】.2.棚 は払めて火私 こ描けた).

(5) 卿 は粘土で行った.

･-
･

､LIJ

(6) 琴其 Z.2に荒す上うに自由面の啓J5REEを

澗宅するために的転を対立して毘正した｡

(?) 菜策の増発の時邦姥讃元するため,発破用tF
幣と同一性偽の群発市町の淵四に石沢粉の小JLなつy}

たものを紳 体の後上郡に栢した｡

(8) iE.カ臥 r班T･ILbLkにおき,小鞘萱軸も抗体は.

砂地に石炭辞せ填めた上に作3Zした｡

2･2 矢戦紬 に考第

2･2･L 故地の市進最地形

各供R体の鼓蛾の例を写井 3,4,7,%に77-;した｡

但し☆方件及び!】非lは奴L*の棚 .*卿,技期のみな

栂Llた｡

2･2･2 鼓域蹟rIの考摂

脈 に上るモJt.クルの如き施睦輸体の泣叫のaMに

放て'.i熱 3判において好概に報じておいたが,それに

よれは鼓王敷上主として次の横紙の鼻合放史としてZgZ片

される.

(1) 燥 苑に作う圧力uEによる庄腕 Jカ(爆洋一附近
のみ)

(2) 退行民力鼓に咋う円周方向の引軌民力による

引鎖故地

(3) 圧力だのEl由面上J)の定則引或野に1る引55

鼓横

(･L) は沌生成ガスの膨題に上る上

氾鼓瑞の助長

このような結果に芸いて,ここに灯

られた小迅プロ･Jクの政瑞換frを寒色

することとする｡

1) 円羊に(3DやX38cm)ペソトリナ

ト5g,Fll心地

7イJL,JJ_で温知できる蛸 が士f
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現われてくるのは坪井 3に見る如く,固 2のJY.Ll',pp 苔めない｡)

ち於小壬窒抗はの部分である｡このことは

(a) 三色行圧力野に伴 う円周方向の引払 力がこの

面で最大LTある.

(b) 上下のEl曲面上りの甜 引班鼓の会合に上り

別製拡力が･この面で大きくた,-J｡

と考えれは粗併 Cきる｡

図2 6il3

2) 立方件(I) 30×30〉(批 Z)1,^ソト9ブト5g.中

,L凝 集7イr-ム上'C

確発できる蛸 がま1現われてくろの紘.写其･iに見る如く

包 3の畝級で77(した恐小牧坑儒の部分{･あろ.この部分に亀裂を/生じるのは

巾 3称 こ報じた由tく(a) 泣淋 しの存在(b) 遊行

圧力鮫に作 う円周方向の引肌瓜力がこの面で最大である｡

(C) 中心上J)苑した圧力iEが各自内面で反射し

,上下左右上fJの大々の反hi引坑茨が破線の面で会

合しこの節分の引甑 力が大となる｡このようiこ

考粥すれば璽繋できろ｡(2) 50×50×50⊂m,^yty1HO
Lt,中心装薬提故の出発

のみな瑚 5,6に示した｡くそれぞれ別個のものである｡)

この宍政での故恥 上板ね函 4に示した上ML:ものであり,忠′3

､棚 及び jlO.BD の対角税雅分であ,-J0̂,fm の吋PJ軌i郁 3苛の三次元供

邦経にて考察したようL=.相昇る自由面上りの反hli)J研

ぎのi=夢,i監行班に作うrtJl'J7J7LVの引払 力及び脚

訂1.の布:在を考慮すれば期待

されるものである｡なおこの場合,圏4に

て封損を施したf*朗齢 の鼓規が

,2m]共娘何故に見られる｡この説分の鼓3Jは幹的な濃淡BfTの考茶ではiBi.麟

できないものであI),

相的る自由面1りの圧kl引当だに上,-3忠雄と考えれば脚 できる｡(この粕 で特に取

払にこの部分の鼓JNの在ったのは,この附近の租込みy-)の影身であろうが,この上うな故佃仏力の存在は 図5

′ト判型供吠t4:の色艶状況3

) 小判型供Ft体このものではLW 魚の多い齢 は平井 7,少な

い場合は年末8の如く鼓鎖した｡(L) Jt

Lルタルナ.]ツタ (I)魯孔新柄ダイナマイ†40K,M



国魚,潔さ40cmである｡この場合は牢3'iBで見るよ
うに,最小彼抗TRに沿った亀裂即ち図5のJl.〝=BJも.

PtO2fi'亡.J'Ol/Jのみである｡これらのね虫は (1)

で考察した上うにJ岱行圧力匠に伴 kj円I.'iUJ向の引去巧応

力に上るもの1:･あろう｡

3 亀裂進行速度地 に自由面の移th速度

3･) 高速度顕彰上りのp-也

_⊥_LIJllirL地 山山｣

3･1･1 粕裂並行速度

ここに払裂として収吸 うのはブ イ ノL-}上で聴知でき

る上うなヤクF7なも9)である.郡 l朝に柊けた小型プ

17ツタの故地写真の内,その琴其ND)(モルク′レ7't,

フク)及U●2103(銃火石)に放て計男:したものをES16.

7に示した｡i汁凱 ミ軍兵のある飴こ次のGjこの蛸 の

選書の藍に投影通産 (酌/砂)+_/-辞してまめ+I,

3･1･2 自由面の移動LAI隆

一軒仙(/♯ ノ‰′け)周6 JEルタル プ1-}ク (30〉く30×3ccm)
の屯JRiX追行及び

鵜問移Jb連生■ウA

L(JJヲ仏やり図7 銃火Tf(30:くBOx3Ocm)の屯毅退行

及び約3]移畝速度 図 6.7中の右上に示した

プ.lノクの上面の関城0及びDの移新駅 を7イ7L･ふ上

より攻めて計許した.結

果.三回 6,7に示した｡3･2 供宍伴襲面に肘

寸した鎧箔の切断時間の潮位による亀裂進行巡度

供㌍!4:の讃両に取個所,跳箱 (匹みDOOBmm

,rf710mm程度)を

七メ〆インにて緊狩に粘りつけ田管が揮発してからこれらの払

箔が9]断すJJ迄o}柑 uJJe宵式オクyt･Lこて長与

定した｡なおこの耶迎JW 影を も併用した.3･2･t 立方体 (3Dx30x3ccm)

(LI,7.rlh')

ti3B(1
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Ztl ℡YAI胡 1りBfSP]軒までの時朋Ziぴ■召iltl遣手

zi ぴLA l 故 (》 Cz 昏 ① 旬

天 馬 ′ イ ー '･イ I<Jt(Jq土) - 0.亡く2C,J) 1.0(14D) 17(25) sJ
c.3(SCO) 0.4(25こ. C_i(110) )?(I3) 9.5

+ '' I '' LD現安′イナ-rイ H g(*土) 0.2(5CO) 0.3(330) こb(50) 2.6

, 1 0.5(Ilo) 09(lの) 1.9(23) 62

tp ) 0.1(250) C.3(IFC) l式l00) 23 -

(ホ) 0･l(SCO) C.2(250) 0.6(27) 413

f R V'ィ ナ ヤ イ = 拝(赤土) - 0.5(160) 日 (HO) 2.0(24) 丘.I

LD硝安′イナマイ 日 月くわ七) 01(170) 1つ(160) 16(]20) 2.･((24) 6.5

推荻即 三助指ryTの煎■なそのEUの申rLqでSZって鞘1=屯紫のiBI-1連荘(ma)

+このときはtEJIJ_斜めlL近rft,,た｡

これらの併粥体は包 1に77;l_たよ～に上両の脚 L

のFe周に も蛾持せ粘 り.且又.は珊 LR蚊,込力物の

稚分l=もZu活を貼りつけ.JJ発一二よりiZhカ蜘 ;吹出し -

てこの_q拓の珊 す る巾 も弗JIJよう.こし･.: 7g

自由面の事蝦 度.ま写芥 .=に77.した上I一こ,所

EEE+なj5てて..おい-=銘打瑚 ■する吟Ⅶセ弗って計

書 L,た.

I) 円tE(3Dox3ccm)

^ンlp･JI5g,孔Lf;欠での良JJのtl和の一首.上笹

井 3,こ/7.した bのである.T廿は見時 よりih也の切出

に上り1LとのJS泣,上面.肺 !?溢箔F)切襟 までLD時

r.'nfL脈 した地異.こき 2の遜 りである.

ZE2 円島におけ TJJIEIl■

a I)と IA t5 045ms

J=dlB 柘切 斬 0257nS(糾2m I)

cldlJl捕切 断 0Im写(1,SM TTlI)

el山地抄tl遼東 1 en8

(也) 据或伽 まLP心1り槌指kZ.の和書む吋Mで例

って柑1こ屯製油fT辻汝

2) 小判型供訳体

兼 4 小判型ホJt件 (I)ペソIl)1日Qfr

ll L な 1 2 JR

込 め t5巾 Ei 一62

上 己 斗 椅 こ く▲.7C8)

5131拝 謁(下) 1.こ (331)

nltl王Ir4王 こ1rL)I

I8.1

0.4占

0.9(444)

96m I

(tt) ).時Ⅶの+也,ミニワモカ/I:

2･托Gi内l王tI心1ウ頚花ii.のE;■セ時肘

でflってf+たtSZ蓋斤量Z (m I)

4 実軸 乗の考萎

<･1 故J*の珠和

正に 212･2~甥 fEした上1に,AL#ED宍二五匹祈.A

発に上るFE力苗の並行.文射rこ上る応力を考える巾的

考恭一こよって理解できろ.町ち

(1) 並行庄力投に伴 う円,lE力向の別懇慈力

(2) E'lL11両上りのhLbJ引BLl杏に上ろ引盟広-Jj

に1ろ敵機卿 淋こ1つて陳わ搬 でき,称的考澱では

理解できぬ蛸 があろ.

小Ⅷ 岬 柊で和られた鈷無を式3･4_に/示した. 4,2 ね裂進行迅妊

Zt3 小判増OtK休 (I)-･/ HJ･= 10Ji ES世故･1の悦 斤過度を hlDltE'や Orom nLl,

祁 1 枚 祈 2 J2 Grl軌 hLIJ=ろ中性がタングヤJ" 事'-ギー,讃両班

力等を考dLに入れて甘茶蛙i約■こ,また YoLTeiこ常陸
甘 廿 け 亮I O =817 だ糊 に入れて掛 睡掛 .こ考楚していろ㌔
ヱ1め劫切出 0.24 0=1

菅軒のこの柵 で.i相当Tタ丁な蛸 を榔 してい

るので.これらLD氏畠と封土ヒす ることは拝用であろ
三品 芸 13 日 :三;:諾 ' :::嵩 ,7,''

(上) 2.SQ(iTl) 352(112) う｡しかし･恨 .1嘩良ではその洋鼓充虎としては相当

舞妓郎 まiI心上りg相違の拒■ 包吟r.1 倍汽切如 り決めた位でL上変装Iか 怜 な相か 1･

で8Iって持たtやiL斤止洗(m t) 虫IJ､捌 肘近でllZ.5LG･-1,800m/Sの如き払 ･伍 さ,

(也) 1 掃朋のqt位は 日)七 つ/ ド



縛られているが.一枚には lぴ*一〆一軒はそIl.エI)

庇い悦であl),は心上1)J鞍れたところではLOのオーダ

-の43:いものである｡

崩斜の脆性敵城の岨 巡行適度の湘S!されたものと

して次のような例が職者されている1)｡

鼓5 丘lt主敏也の退行迂BE

材 料 Fr得 ,& 喪 短 皮 f

蒜 J三言 芸口 許 .1<惑 雪

脚

諾

∽

畑
5
.
a.

.

:,;
_I

湖

沼

仰

溜

g.

～.

柑桝

'

]
′

群

か

↑
t

さきに述へたように切掛 こ上るtJL･クルの故地では,

まず.蔽LNは速行圧力野及びその反別引餌汝に上って

生じ,それらが扱高ガスのEZIBLILこ上りだにだ大される

であろ)｡響-Bの鞄換/)没では芯過度般影に上るもの

では一Vソズの坪齢力,アイZt･･…の患光あ また,悦

箔貼附法でIi紺 体との糊 具合.怨箔自体の切断時

間などの胴丹*'Lあり.これらの方鞍で常知できた蛸

は.圧力哲による腿 よりも少し連れて.ほ護Hスの

昏BZlで多少蛸 が正大されたC2糟のものが多いように

.監わil,る｡ことに 3･l,3･2の轍 鮒の如く,排 位

狂1_/上かこおいて,上方上う下方-速もAEFy油昏し

たものは.その触 ミュ ウみて触 Vスの抄姓近世

での部類と考えられる.

3･2･2の弊政で患IJW 近IC和られ1= I,5αン-

l,800m sの;監産は圧力鼓に1ろ直也の憐故に上り)丘

いものであら)と且われろ.

なお.著者は石灰山において発酵の潜まに弘缶を粘

りつけ,点小抵抗扱 王m埋までは発よりPJl拓脚 立;め

時純7Lz前記とl覗 な方法で恥 した机 それらの舷

は咽 iZt行巡圧に跡 して 10-10号のオ-p-であっ

た.これらに耽ては恭 2相 )一こ述べておいた｡

岩石は鼓の段のVスql鯛はその盟の免荷 .頓 の存

在帝のため叫地<･なく.捗加速度 の沌q定tl困対であ

火耗上りの転AL(cm) 20 30 4()5060 80 1∞

ろ｡水中媒故では況悼 されておJ),例えは次のよWr

ものがある｡歩留迄に柑けて.+liく｡

Rnms.ltJerA)Ll網火飛 1,6lOK,酔狂500亡mlf次の

拶旧 庇を相でいる｡●

また.版l)はビクジン暇及びカー リク195g+LJ机 ･て

次の好を和ている.

ヒタリノ酸 カー リ1 ト

t --

o-25cm 315mI9 295111/5

kshLarrudtLhn(5938, = 芸 ::I231mJ9 :;'::::
H血 ▲ ■
GEeCnRe】d (1917) 小3 自由面の拶脱 皮

EFertOn也
Ba,S.oTl(]94') LZ-力野が軌可内fL広拝すちとざ

S...lth& の地文姐恥 上氷のEn株式で教わさ

Fcrguscrt(19幻) 礼.El内面の捗岨 産は岨 過度

Kcnncdy(Z945) の2倍と1Zが,/
Boodberg良
cta】(1948)

RobcfLsorl(】953)
r:且力.I:M l:■ ■ ■:Lf

カむの速度,r触双退任,い士,4'L･3'L･Pt料が反射

引SLほ で破漸な生じたときのu由面の辿比(2r)な4-

50kgJCm!(モ7L･クル引班鉄雄).pEI228dcm】,C-
AI,CO)m/Sとして計併 すると

2V=2xq/pc-108cm/ら

とな,-J｡しかし,これI細 長い拝の輔面で爆発せしめ

た鮫の地面の捗鵬 王妃としてti妥当であろ川 て,この

突放の上)には#ガスの砂甥に上り良片が更にjW の

エネルギーをJ7.えられる牧舎にはあてはよらないであ

ち).

着薪 がこの契政で柑た自由面の捗由逸足は 10-2O

msのものであり,その光政方法よりみて.励 yュ

のSF展に上ろものと考えられる.

著者の石沢山の実相 )では.鼓小粒銃殺 1m内外の

時では3-4m sであった｡
磐石榛鼓の薮の白ril面の移れ道雄は負荷の大小,爆

発のま,脚 ,岩石の性状等によっても当伝紺 JLう

けちであろう.

5捨 循

l i: メ ソトモJL･クJI･で 立方体,FL托t,,′】､判型の供

桝体を作 り,その棲息の様 相を 2.∝8一･･(.CCO執｢秒の

120 140 163 祁適度 で相好した･
■ - 1 JtW >,こJtら

ど ) (120)(Bd)63 50 40 28 】9125 7J a g,桝 の郎 七雄行 n;力転に仲～
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円/'g方向の引敗 力姓に自由面.tI)の反hl引yほ に上 3) D 冗 RobertsnodA A lVel】s EnHlnCOrlng

ろ引地応力に逝いて句境した｡ 24820(1954)

3 肋 の臼の触㌍過行Jz亦辿度W の写共より, H Schardlrl良 lV SLrulh GlasLe⊂h.lkr.T6

戒は文,t解 体の讃面にA&附した経済の珊 時間の刑 219(193B)
安上り許出した.得られたこれらの鰍三弊政方法申上

り考え伽 VスのB5臥 こEN述す るものであらと考え

｢こ.

､ 坤鼓の路の自由面の&血過度を高REE吸取糊

妙 こE]由面に鮎附した額転と,それに近坂してか ･た

親板との脚 の恥 上J)3W した｡

(附記) これらの内留の-砂 上脈和2時 4月25El当

陰金の研究発安全で澱 した｡

矢椴の一瓢は延岡工鮒 甘部の双曲附 壬･対IJl杜jl

その他の各位の狩協力のもとに行 った｡炎心上り嫉謝

する｡

丑: 献

L) 大川印三 木艦 柑 239(Iu27)

2) 耕頼政大野 ｢材料軌旺学1(澗30)pp ILO-112

N F .Mo一t Engheermg16528(1948)

E H Yt)Fe PHI【.W.V ,42739(1951)
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第 5報 ミ リセ コ ン ド爆 破 に関 す る二 三 の 考 察

1 JI I

ミ1)tヨyr煙鼓 (以下MS嬢故と記す)の効

果については,さきに小野EltメソT･nt久R=a

芸慧 禁 .1;慧 芸芸完 禁 n =.1若誓荒 土

さく砕かれて/j､筋発8b5'JJ)なくなりn･彬分である

ことが苛められている｡

MS爆破に上るこの上ur軌姓の頗鰍 こついて

は殆んと研究されておらない｡

著卦 上大Zek ルタ/L･7'LrI/クを作期して,27Lに上

るMS恥 の際の盃正の千秒を較恭し,これに搬 行

った燥蔽根 上り柑T3れた知見と加えて.入ISは政の

格印せ考黙した｡

Z AIS瑞故の際の歪波の干渉

2･L t榔 体

軒 3和の捉ま轍 の史.こMS捜鼓肘として･E:IyI

JtLルタrr供yE停 (200 x2CO六34むrn)を作申した.･e

I.,クJt-の血成 .養生申.エすべて苅 3鞭のものとr司じで

ある｡この他に予偏契穀の時の供拭体 の一部 (L00 x

200x2CEtrrl)をも使用した｡(郷 体の寸法並に花泉祇

J - _ _

厨 1 ,′-リ+及び 周2 Y-1}+及び

鞍躯@の比定 裟革◎の他正

抗蛸iti粁及び繁熟の位性なLEI,屈 2に荒した｡I/-

ジの邸 ムみ,歪鞍の邦智弘掛 上郡 3我と同じである.

2･2 MSは蔽周回路

この契政では,2孔に 上る2段のIMS煉鼓せ行っ

た｡光政tgl緒はEEr3に兼すデカIE]ソセ用いた屯子守

Ld緒を]17いた｡措度は01rnsである｡
213 榔 果

l) tJt,･タ//プt]ブタ1(t∝lx2Ckm)

Eglのヨ超脱 を用いて突放した.狩られたiEi鼓
七城 1に示した｡琴共の上段の盃茨は阿 Lの中央q>

y-i>に感じた^ノトl)'ト5gの月i舞のときのもの

である｡ヰ=段の左仰のものは各孔-yT･I)1ト58,

9



208 エ 黒 人 兵 IB 公 法 釦 18笹 井 3持

つms榊附で ATLTS棒鼓したときの小突のゲージでの盃 に使い分けた｡

臥 下段の左僻はこの時に克班の1-に配した×蛾Frで (I) 拘引過度を遠 くし{両事き矧 こよる益軒の干渉

の発出である, 1_/I.茶する｡瑚 2の左mの上小1-がそれである｡

小段及び下伊右伽のiZiむは同じfAl稔の按iELである (2) 酌 l控にエろitlむの′̂む捕捉する.笹沢2の

2) やJ,1,クルプY,I/タl(200x200 x340cm) 右側で盃敦の｢に Lと肥してあるもの｡即ち上より2

各孔Jtyト1)クト80g, 砂にて印鑑してSms段耶隅 及び4つ日の盃hb｡
で偵鼓した.その腰に各地ITのy-/で縛られた頚だ (3) 芥 1t実の仰 せも誠班と都2校の盃較とな.q

七等其 2に示した｡ゲージの仏社は各iZi野の下にxEfl 長する｡写実 2で右側の並だの下にⅠとたしてあるも

で戻してある.但 し,この砂金は3台の棉籍引時rNT鞍 の｡即ち上より1及び3づ百の表を

滋rによりe台の詮底板*7yt･スコープを次の3鑑

写暮 1 .uSJTL供拭妹 l各孔べ/トリ･Jト5g 孜nD313mg 各孔へ/ト1)-Jトa

O



Q)装薬孔に沿った太い根TCBtいた私製は明らかに認め

られるものであったが,郡 1孔に沿 うた細い輔の私製

は.魯孔ベントl)1日X)J;のMSは厳正技は耶投でな

く,丈に窮 】孔に▲ソI1)ヮTLIOOgを入れて錘鼓し

た敵.このLLSBが明鞭 となった.恐らくaDgの時に内

部で.三,この上jTi私製が生じていたのであろう｡

('･.I...)

周4 hlS供P:維]の故塊状況5

来襲括典 の考蕪3･l MS摂BJこ上るi;

i野の千秒.hlS(併 称 lにおける3m8枚r'fl榊

での突放でb.南淡発乱 の中

央及びその他の梯Ffにおいても.写其 lに示す如 く弟 】段

の捷発に上る攻存盃転は性少であ り,盃古の干渉lこ上る丑

iの柑大は見られない｡MS供弼体 Jにおける杏孔^ソトリ1ト80g 5m

sEW.11肺の入1S煙鎖においても,噸 2に7-̂す

J:うに,このような耕取でも,5mSも托迦すれに郎 1於のほ較 に上る奴Tuitill伏少で.熱 2投の粗鉄に1る飛島と0

>千秒は鞄んとないと7̂なし

て上いであろう.この上うなことは571野の伝播適度を

考匠すれIご当然予想されることであろうC,通常.石

灰山野で行われているMS捷鼓の技W用乙-I_20-3Omsであ r),古の巡歴上りすると各段での主宰

頚軒の千秒.甥 えられな い ｡黙らは .NS規故効果の改称 i何

んであろ さか｡筆力fまさか こ石灰山における.

MS摂政の実政において,放/1､才反抗扱肘近に硯箔を粘付 して

胃管は発よりl払帝切ufriiJの時T:11

ikにL]由面の移W を澗昏した.それらの指凝J

L袈 1に示 した.この瀬より汲 む上り鮎欝迄の細 と,eB前部

斬i2.の時r川とするとトL7ゾ7-な団 5の如 くな

り,距雅が大 となると坊l析塩のEl87和は魚概に大き

くねや.約 4鞄で考摂したJ:うに,この上)Lこして鼓推 した時r

iflは,倍轟dスのか既に.Eる旭 の壬丘メこによる切取と

考えられる｡このような他罪の施行は負荷.抑 *プ

チ文その他に上って左もされるが 10-･.lo≡m/さのオー7-であ り,応力だの和 に比すれは桁;払いに違い . d
ス拶棚 もこのように基いものであろ).爆奴による自由面の歩暮む通産も誕 く讃 l

で.こ3-1rrlI8である｡しかし,この移肋過度はその班のia狩,

裟兼t軌 こ.tウ見な l),那 く職に戻 したように負荷が少なく

類1 はBに1る貨石改姓退庁旭庇及び出石の抄軌道磨れ姓 SF か 比
丘 琵 宗 主三 豊漂諸 繁男鮎 新 主去 泣生仰の 廷淵 芸罪

甘 P1 dA LI暮(cm)(～) (⊂m) dくcm) L(mI) (h)ル亡⊂) (cm) LX

⊂m) 71mt) (m比d51 34 35 仏土 60 45

21 211h121 39 25書iJ IO lO6L 66
20 55 368tiL

I EA7L3(:i:二日 芸 B

S



ェ 玉 火 珊 協 丸 IB 弗 18書 鮮 3㌍

凪5 tl

心上りの鮭JLと名指士での吏■ くcEll)脚 tの十

批 J8台は 1ひ-2Qm sの坤合もある･ま

1=,写#3は石灰山でのMSiJ良のホ2扱Elが煙託した直様の旭 の状顔を兼した｡(I-2摂関脚 ms

･6triBE#2.n.71点 1-5m･*小松 St1

7m･mJt1cz.ま薪SllP5耳+カ I g - t･C

q ･港 2枚7FRI.二rg十方-91トー･11

2g)二の年下でみるエラーこ恭 l茨の浄書す

スのSは ･こ上る1現.7監大*に恭2琵j5'tZ兎

している･一般l=仕払 こ(I)自白面の

多いほど･くZ)屈投の切払による長駆盃7>多い･王とよく効

くでおろ)･(I) の劾果:i書遠の茨舞でい IS

は良でも托枝'Cぁ る.(2)の内･-

た盃;消 灯 亡もRl-であるが･J払僻 は l̂S甥酸ではPよ

り劫か 'Lあ,,･しかし･上の失脚 よりし-亡,20-

33m9校の郎 滋 の大きさは,恐石の性文にも上るが.

友松大L.tいものではないエ )に皿われる｡MSは畝が現る段間Fiのrul(例えはLO-抑 -lS)で射

那 あることは･m没の鮒 の進行巾lこおころ壊投の船 が書道の投発のとき上

り以上に何か瓜二相 .=作用していることセ元していろ

･htSiI岳の汝Dが 】古の大きJE予診の

J的 :,礼.Ll･､ことは冊 の遣り{-ある｡

そ,l'LらLf･" JI旦蒼世lニMS班が存在するの

でもろ= ■･ささ.こ寺井した上)に,qス多望班 ･浅 く

,これ.こ

上る■罰の巳大吉行も逢い･この上～JLl安のこ大書行中に恭 2即 ･t捷莞し そのESのajrj･岩石母体の

触 .まされ･こ上り･鞍 ,即 )は発に上組 J)がr･こ 覧 鮭 義 掛 潜写暮3 MSi,4E(前は

6か書見したところ)二次的に的具され(蛸 の荘大6)･恥 又･
茶 咽 に

ェ
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埋込んでMS横取の控の歪鼓の干珍なk珠した｡そし

てこれらの脚 とと,既に持たは故の軒の丸課の遡行浬 文 献

だ,自由両の移加速度等上りMSは鼓勅典の軌fM._,考 Ⅰ) 大川,*帆 石本 去払 1443(昭28)
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